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開演13：00開演13：00
（開場12：30）（開場12：30）

藤岡市みかぼみらい館
大ホール

（藤岡市藤岡2728）

藤原師子舞藤原師子舞
保存会保存会

みなかみ町みなかみ町

森獅子舞森獅子舞
保存会保存会

藤岡市藤岡市

千本木龍頭神舞千本木龍頭神舞
保存会保存会

伊勢崎市伊勢崎市

藤原師子舞保存会（みなかみ町）
森獅子舞保存会（藤岡市）
大前田獅子舞保存会（前橋市）　        
千本木龍頭神舞保存会（伊勢崎市）

ミニ解説付き

公益財団法人群馬県教育文化事業団 文化課
TEL.027-224-3960  FAX.027-221-4082
bunkaka@gunmabunkazigyodan.or.jp

応募フォーム（二次元コード）又は電話にてお申し込みください。出 演 申込方法

先着500名 （予約優先）定 員

問 合 せ

主催　群馬県歴史文化遺産発掘・活用・発信実行委員会（実施：公益財団法人群馬県教育文化事業団）
共催　公益財団法人藤岡市文化振興事業団　　協力　ＮＰＯ法人ぐんま郷土芸能助っ人塾
後援　群馬県、群馬県教育委員会、前橋市教育委員会、藤岡市教育委員会、伊勢崎市教育委員会、みなかみ町教育委員会、
　　　上毛新聞社、ＮＨＫ前橋放送局、群馬テレビ株式会社、ＦＭ ＧＵＮＭＡ、第48回県民芸術祭運営委員会
都合により内容の変更又は中止する場合があります。詳細はお問合せいただくか、当事業団ホームページをご覧ください。

［予約期間］ 

入場無料

８月１日木～９月２７日金

大前田獅子舞大前田獅子舞
保存会保存会

前橋市前橋市

日

929
令和6年

獅 子 舞 講 座 13:00～13:3013:00～13:30

獅 子 舞 公 演 13:45～15:45

応募フォーム 事業団HP

講師 ／ 関孝夫（日本民俗学会評議員/伊勢崎市文化財調査委員）
「群馬県の三匹獅子舞～歌に着目して～」 時間  12:00～12:30　 会場  大ホールホワイエ 

定員  先着20名程度（小学生～大人まで）
内容  貴重な獅子頭や太鼓に触れます
費用  無料（要予約）　申込み 応募フォーム
※８月１日木から受付開始

獅子舞体験獅子舞体験同日同日
開催開催



藤岡市みかぼみらい館
藤岡市藤岡 2728 番地　TEL 0274-22-5511

◦上信越自動車道藤岡 I.C から車で約８分
◦関越自動車道本庄 I.C から車で約 20 分
◦JR 高崎線「新町駅」から車で約 20 分
◦JR 八高線「群馬藤岡駅」から車で約 10 分

その歴史は古く、建久２（1191）年に源頼朝の家臣によって伝えられたという記録が
残っている。藤原にある３つの区の獅子が交代で藤原諏訪神社の祭典（9月第1日曜日）
に奉納する。獅子は先獅子、中獅子、後獅子からなり、腰に付ける太鼓は叩かず太鼓役が
太鼓を叩く。頭は極めて小さく、頭に鶏の羽、角は鹿の子頭とされる。獅子舞が奉納する
舞台は、寛保２(1742)年に建てられた茅葺き屋根の歌舞伎舞台である。祭り当日は地
元の子どもたちによる余興なども行われる。みなかみ町指定重要無形民俗文化財。

享保17（1751）年に信州佐久から獅子頭を購入し、大明神の春祭りに獅子舞を奉納したの
が始まりである。一人立三匹獅子舞で、前獅子、中獅子、後獅子にカンカチが付き４人で舞
う。流派は稲荷流である。獅子頭は当初の頭と平成19年に新調した頭の２組があり、 全て
漆塗りで獅子の毛は馬の毛である。昭和50年から子供育成会の協力を得て、希望する子ど
もたちに舞や笛を伝授している。森飯玉神社春季例大祭（３月第２土日曜日）に奉納する。

旧宮城村に唯一伝わる獅子舞である。宝暦年間(1751～1764)に始まったと伝えられ
る龍頭獅子舞で、流派は火挟流である。獅子は父、母、息子の一人立三匹獅子舞で、付人
はひょっとことおかめである。大前田諏訪神社秋の祭典（10月第3日曜日）には、願い事
の書かれたたくさんの短冊のついた万燈が立ち、非常に見応えがある。祭典当日は、獅
子っ子と呼ばれる子どもたちも舞を奉納する。前橋市指定重要無形民俗文化財。

起源に関する文献が残っていないため正確ではないが、宝暦年間（1751〜1764）から文献に記載
があり、さらに獅子頭の古さからそれ以前から行われていたと思われる。千本木神社秋季大祭

（10月第２又は第３土・日曜日）に奉納する。頭が龍であることから舞いを龍頭神舞と呼び、特に
雨乞いの功徳が多く語られる。獅子は一人立三匹獅子舞で鳳凰元、雌獅子、雄獅子からなり、頭
はウロコのある龍である。織物の染料で染められたカラフルなトブサ（獅子の髪）がひきちぎれ
るほど勇壮な舞いである。舞うたびにちぎれるトブサを拾い、玄関先に飾ると無病息災という。
保存会では子ども用頭を作成し、技術継承に努めている。群馬県指定重要無形民俗文化財。
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県内の伝統芸能のうち、獅子舞は県内全域にて盛んに行われ、その伝承地はかつて約 25 0か所を

越えていました。本公演では、各地域で大切に守り継がれてきた獅子舞についての講座、鑑賞、体

験を通して、群馬の伝統芸能の魅力を紹介します。

藤原師子舞保存会 （みなかみ町）

森獅子舞保存会 （藤岡市）

大前田獅子舞保存会 （前橋市）

千本木龍頭神舞保存会 （伊勢崎市）
　


